


　
京
の
町
に
伝
わ
る
女
性
用
の
帯

　

平
安
時
代
末
期
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、

京
の
都
に
は
、〝
大お

原は
ら

女め

〞
や
〝
白し
ら
か
わ川
女め

〞

と
呼
ば
れ
る
女
性
が
い
ま
し
た
。〝
大
原

女
〞
は
薪ま

き

や
柴し
ば

を
、〝
白
川
女
〞
は
花
を

町
で
売
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
は
、
頭
に
日
本
手
拭
い
を
姉

さ
ん
か
ぶ
り
し
、
腰
に
は
三み

幅は
ば
ま
え
か
け

前
掛
を
締

め
、
京
都
ら
し
い
穏
や
か
な
風
情
を
醸
し

出
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
口
直な

お

日ひ

三
代
教
主
（
１
９
０
２
｜

１
９
９
０
）
は
若
い
こ
ろ
、
京
都
で
大
原

女
や
白
川
女
に
出
会
い
、
そ
の
素
朴
な
美

し
さ
に
好
感
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
30

代
で
農
業
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
三
幅
前
掛

を
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　平安時代末期、平清盛の娘である平徳
子は、16歳で高倉天皇のきさきになりま
した。22歳で天皇の御子を生み、３年後、
その皇子が安徳天皇として即位したことか
ら、「建礼門院」の院号を賜りました。
　建礼門院が29歳の時、夫・高倉上皇と父・
平清盛が相次いで亡くなり、平家が栄えた
時代は一変。源氏に撃破され、勢力の弱まっ
た平家一門は西国に逃れます。山口県下関
市の壇ノ浦にたどり着いたところで源氏の
追っ手に破れ（壇ノ浦の戦い）、平家一門
とともに、建礼門院は海に投身しました。
　しかし、源氏の兵士に保護された建礼門
院は、京の都に戻って出家し、寂光院（京
都市大原）にこもります。そして、高倉上
皇や安徳天皇らを弔い、生涯を終えました。
　ここに仕えた女官が、はかまの略式とし
て三幅前掛を作りました。

　
三
幅
前
掛
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

　

三
幅
前
掛
の
基
本
形
は
、
垂
れ
が
脛す
ね

ま

で
あ
り
、
帯
は
体
の
前
で
結
び
ま
す
。
三

代
教
主
は
、
三
幅
前
掛
を
実
用
性
と
優
美

さ
を
兼
ね
備
え
た
帯
に
改
良
し
、〝
木
の

花
帯
〞
を
創
案
し
ま
し
た
。

　

木
の
花
帯
は
、
袋
帯
に
比
べ
て
軽
量
で

結
び
方
も
簡
単
で
す
。
さ
ら
に
、
夏
は
涼

し
く
冬
は
防
寒
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
三
代
教
主
は
、
日
常
生
活
や
外
出
に

も
好
ん
で
着
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
ご
ろ
、
大
本
の
機
関
誌
で
紹

介
さ
れ
て
か
ら
、
大
本
信
徒
の
間
で
も
木

の
花
帯
が
広
ま
り
ま
し
た
。
日
常
以
外
で

も
、
女
性
が
祭
典
に
仕
え
る
時
の
装
束
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

建礼門院と三幅前掛

垂れの縫い目が背中心と
そろわなくても構いませ
んが、縫い目は真っすぐ
になるように気を付けま
しょう

着物は背中心が真っすぐ
通るように着ます

→

帯の間から着物が見えない
ように気を付けましょう

垂れの付いた部分の帯は
ゆったりと締めます

木の花帯は腰骨の位置で着
けます。３枚付いた垂れの
うち、右端の垂れが付いた
帯の左右を持ち、垂れの中
心と体の中心を合わせます

帯を後ろへ回し、左右の帯を
持ち換え、交差します

右腰の上あたりで両帯を結
びます

蝶結びにして出来上がり！
垂れの長さは膝頭にかかる
程度に仕立てると美しく見
えます

左手に持っている帯をへそが
中心にくる高さに巻きます

その上に右側の帯を重ねます

夏は涼しく、冬は温かいと
いわれる木の花帯。ポイン
トさえつかめば手軽に着用
できます。結び方の一例を
紹介します。

木の花帯
の結び方

①③

⑤

④

⑥

衣紋（えもん）は抜か
ず、詰めて着付けます

長じゅばんの襟は 5㍉
ほど出します

着付けのポイント

仕上げの
   ポイント

②

①

②③

代表的な結び方を紹介します

→

① 文庫結び
② 蝶結び
③ 片結び

の結び方→

→
→

→

ダメ

木の花帯

大本いろは


